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「カルチュア・インフラ」を、つくっていくカンパニー。 

 

 

2013 年 12 月 16 日 

報道関係各位 

カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 エンタテインメント事業本部 

 
旅や料理、アートなどライフスタイルを提案し、一日中過ごせる新たな“書店” 

「蔦屋書店 イオンモール幕張新都心」12 月 20 日オープン 
 

 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社が「カルチュア・インフラ」の新たな企画として展開する新ブラ

ンド店舗「蔦屋書店」が 12 月 20 日イオンモール幕張新都心にオープンします。 

 「蔦屋書店 イオンモール幕張新都心」は「代官山 蔦屋書店」をオンリー1 のシンボルとして全国展開す

る新たな「蔦屋書店」の2号店として「函館 蔦屋書店」に次ぐ店舗です。団塊世代を中心とした新しい大人

世代＝「プレミアエイジ」に向けた居心地の良さ・品揃えを継承しつつ、プレミアエイジに限らず、親・子・孫

の 3 世代が集い、趣味や関心を好きな人に分かち合える場所、そこで過ごす時間に価値を見出す空間、

品揃えを提供します。 

 店内は BOOK&CAFE スタイルを基本として、本を選ぶ時間そのものが皆様にとって豊かな時間となる空

間作りやインテリアを配しています。カフェで本をゆっくりと選ぶのも、コーヒーを片手に好きな本を探したり、

音楽や映画を選んだりするのも自由です。 

 単に「本を買う書店」ではなく「ライフスタイルを選ぶ“書店”」として、料理、旅行、アート、美容などのライフ

スタイルの「関心事」で仕切られた空間は「代官山蔦屋書店」と同様に、経験を積んだコンシェルジュが企

画しております。専門書や洋書、絶版となったビンテージ本も数多くそろえ、本・DVD・CD はもちろんのこと、

様々なこだわりの品を通じて、食生活や旅の楽しみ方、アートとの触れあい、あるいは映画、音楽の楽しみ

方などを提案し、お客様からのご相談も承ります。 

 蔦屋書店の旅の部屋には JTB が隣接し、各国の旅行の本を片手に旅の企画を立てることもでき、また音

楽ゾーンで試聴に使われている BOSE のヘッドホンを隣接する BOSE でお買い求め頂けるなど、蔦屋書店

を中心とした各ショップとのフュージョンも「蔦屋書店 イオンモール幕張新都心」の大きな特徴です。 

 また、蔦屋書店がセレクトした 12 のテーマを設けて小物や文具を扱うセレクトショップゾーンでは、ビジネ

スシーンを豊かにする筆記具やビジネスウェア、あるいはリラックスタイムを充実させるアロマやバスグッズな

どを取り揃えております。 

 「蔦屋書店 イオンモール幕張新都心」は「明日を変える場所」をコンセプトにおき、好奇心をくすぐる情

報、未来を見つめる快適な空間の中で、新たな価値観がここで生まれ、皆様の明日が楽しくなるきっかけと

なる場所を目指します。 
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「カルチュア・インフラ」を、つくっていくカンパニー。 

 

「蔦屋書店 イオンモール幕張新都心」 概要 

□店舗名 ：蔦屋書店 イオンモール幕張新都心（つたやしょてん まくはりいおんもーる） 

□営業時間 ：朝 9 時～夜 10時 

□所在地 ：千葉県千葉市美浜区豊砂１－１ イオンモール幕張新都心グランドモール 1 階 

□電話番号 ：043-306-7361 

□主な売場 ：旅の提案 ・・・世界各国・国内各地域の文化から、豊かな旅を提案します 

   料理の提案 ・・・キッチンでの実演をはじめ、豊かな食生活のための提案をします 

   アートの提案 ・・・写真集や芸術書を通じてアートとの触れあいを提案します。 

   車の提案 ・・・メーカー別に希少な専門書を用意し、車への関心に応えます。 

   読書の提案 ・・・文芸書や文庫を多数取り揃えて、豊かな読書生活を提案します。 

          映画の提案 ・・・ワールドシネマゾーンで各国映画や名監督の作品を提案します。 

   音楽の提案 ・・・ジャズ・クラシック、大人のロック・ポップスを多く揃えています。 

   その他、歴史・哲学などの生き方の提案、美容・健康の提案のほか、3 世代に対応した 

   コミック、児童書、ビジネス書などもそろえています。 

□主要諸元 :売場坪数：890 坪 （書籍売場 400 坪） 

   BOOK＆CAFE席数 122 席、 書籍取扱い 30 万冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合せ：        
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 エンタテインメント事業本部 

広報担当 高橋祐太 TEL：03-6800-4764 
 

 


